
GTL-1000 シリーズ

このスタートアップガイドは、本機のお買い求めから初めて
のご使用までにしていただきたい事項を説明しています。
本機についてより詳しい情報は、「GTL-1000 取扱説明書」

（以下「本体取説」）をご覧ください。

本書中の社名や商品名は各社の商標または登録商標です。

スタートアップガイド

1033087-01-B
標準構成品がすべてそろっているかご確認ください。

：標準構成品には上記以外に、TSshield や MAGNET Field ユー

ザー登録案内を始め、各種ご案内や書類も含まれます。
「4 電源ケーブル」は、お買い求めいただいた国や地域に適応し
たものが付属しています。「17 USB メモリー」には、本体取説の
他に関連する取扱説明書が含まれる場合があります。

1 標準構成品を確認します

1 本体................................................................1
2 バッテリー（BDC72）..................3
3 充電器（CDC77）.............................1
4 電源ケーブル (EDC113)............1
5 スタイラス（ペン）...........................1
6 レンズキャップ...................................1
7 レンズフード.........................................1
8 工具ケース...............................................1
9 ドライバー...............................................1
10レンズ刷毛...............................................1
11調整ピン.....................................................2
12六角レンチ...............................................1

13シリコーンクロス..............................1
14クイックマニュアル........................1
15スタートアップガイド（本紙）...1
16SD カード.................................................1
17USBメモリー(取扱説明書PDF).1
18シリアルカード....................................1
19レーザー警告標識..............................1
20格納ケース...............................................1
21背負いベルト .........................................1
22輸出規制カード

（必ずお読みください）...................1
本書や製品には、製品を安全にお使いいただき、お使いになる人や
他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐために、必ずお守りい
ただきたいことが表示されています。
その内容と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理
解してから本文をお読みください。

表示の意味

全体について

2 安全上の注意事項を確認します

 警告
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、使用者が死
亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示していま
す。

 注意
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、使用者が軽
傷を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発
生が予想される内容を示しています。


この図記号は注意（警告を含む）を促す事項があることを示して
います。
この図の中や近くに、具体的な注意内容が書かれています。

 この図記号は禁止事項があることを示しています。
この図の中や近くに、具体的な禁止内容が書かれています。


この図記号は必ず行っていただきたい事項があることを示してい
ます。
この図の中や近くに、具体的な指示内容が書かれています。

 警告


禁止

炭坑や炭塵の漂う場所、引火物の近くで使わないでください。
爆発の恐れがあります。


分解禁止

分解・改造をしないでください。火災・感電・ヤケド・レー
ザー被ばくの恐れがあります。

禁止

望遠鏡で太陽を絶対に見ないでください。失明の原因になり
ます。


禁止

望遠鏡で反射プリズムなど反射物からの太陽光線を見ないで
ください。失明の原因になります。


指示

太陽観測の際には専用の太陽フィルターをご使用ください。
太陽観測の際、望遠鏡で直接太陽を見ると、失明の原因にな
ります。


指示

格納ケースに本体を入れて持ち運ぶ際には、必ず格納ケース
のロックをすべて掛けてください。本体が落下してケガをす
る恐れがあります。

 注意


禁止

格納ケースを踏み台にしないでください。すべりやすくて不
安定です。転げ落ちてケガをする恐れがあります。


禁止

格納ケース本体やベルトが傷んでいたら機器を収納しないで
ください。ケースや機器が落下して、ケガをする恐れがあり
ます。


禁止

モーター駆動中に機械に手を触れたり、接眼レンズに眼を近
づけたりしないでください。
手や眼にケガをしたりする恐れがあります。


禁止

垂球を振り回したり、投げたりしないでください。人に当た
りケガをする恐れがあります。


指示

整準台の着脱レバーを確実に締めてください。ゆるんでいる
とハンドルを持ったときに整準台が落下して、ケガをする恐
れがあります。
電源について

 警告


分解禁止

バッテリーや充電器は分解・改造をしたり、強い衝撃・強い
振動を与えたりしないでください。発火・火災・感電・ヤケ
ドの恐れがあります。


禁止

端子をショートさせないでください。大電流による発熱や発
火の恐れがあります。


禁止

充電器に衣服などを掛けて充電しないでください。発火を誘
発し、火災の恐れがあります。


禁止

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火
災・感電の原因になります。


禁止

指定されているバッテリー以外使わないでください。火災・
破裂・発熱の原因となります。


禁止

傷んだ電源コード・プラグ、ゆるんだコンセントは使わない
でください。火災・感電の恐れがあります。


禁止

指定されている電源コード以外は使わないでください。火災
の原因になります。


指示

バッテリーの充電には、専用の充電器を使ってください。他
の充電器を使うと、電圧や＋－の極性が異なることがあるた
め、発火による火災・ヤケドの恐れがあります。


禁止

バッテリーや充電器などを他の機器や他の用途に使用しない
でください。発熱・発火による火災・ヤケドの恐れがありま
す。


禁止

バッテリーや充電器などを火中に投げ込んだり、加熱したり
しないでください。破裂してケガをする恐れがあります。
三脚について


指示

バッテリーを保管する場合は、ショート防止のために、端子
に絶縁テープを貼るなどの対策をしてください。そのままの
状態で保管すると、ショートによる火災やヤケドの恐れがあ
ります。


禁止

バッテリーや充電器の端子が水にぬれた状態で使わないでく
ださい。接触不良、ショートによる火災・ヤケドの恐れがあ
ります。


禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の
恐れがあります。

 注意


禁止

バッテリーからもれた液に触らないでください。薬害による
ヤケド・カブレの恐れがあります。

 注意


指示

機械を三脚に止めるときは、定心かんを確実に締めてくださ
い。不確実だと機械が落下して、ケガをする恐れがあります。


指示

機械をのせた三脚は、蝶ねじを確実に締めてください。不確
実だと三脚が倒れ、ケガをする恐れがあります。


禁止

三脚の石突きを人に向けて持ち運ばないでください。人に当
たり、ケガをする恐れがあります。
各種無線技術について

レーザーについて

取扱説明書（PDF）の「レーザー製品を安全にお使いいただくために」をお
読みください。


指示

三脚を立てるときは、脚もとに人の手・足がないことを確か
めてください。手・足を突き刺して、ケガをする恐れがあり
ます。


指示

持ち運びの際は、蝶ねじを確実に締めてください。ゆるんで
いると脚が伸び、ケガをする恐れがあります。

 警告


禁止

病院内で使用しないでください。医療機器の誤動作の原因に
なる恐れがあります。


指示

心臓ペースメーカーの装着部位から 22cm 以上離して使用し
てください。電波によりペースメーカーの動作に影響を与え
る恐れがあります。


禁止

飛行機の中で使用しないでください。飛行機の計器などの誤
動作の原因になる恐れがあります。


禁止

自動ドア、火災報知器等の自動制御機器の近くで使用しない
でください。電波が自動制御機器の動作に影響を与え、誤動
作による事故の原因になる恐れがあります。
工場出荷時にはバッテリー（BDC72）は充電されていません。充電
してからお使いください。

詳しくは USB メモリーに入っている本体取説「6.1　バッテリーの

充電」をご覧ください。

： バッテリーは、必ず以下の温度範囲内で充電してください。

充電温度範囲：0 ～ 40 ℃

3 バッテリーを充電します

ガイド

スロット1

スロット2

充電ランプ
緑色点滅：充電中
緑色点灯：充電完了
　　       （約8時間）

バッテリー（BDC72）

充電器（CDC77）

コンセントへ
（AC100V）

充電ランプが黄色点滅している
→充電温度範囲外です。

充電ランプが消灯している
→バッテリーが正しく装着されていません。

充電ランプが赤色点灯している

→充電が正常に行われていません。



充電が完了したバッテリー（BDC72）を機械に装着します。

詳しくは USB メモリーに入っている本体取説「6.2　バッテリーの

装着／取はずし」をご覧ください。

1. バッテリーカバーのボタン
を押しながらカバーを開き
ます

2. バッテリーの端子の向きを
確認して、本体に押し付け
て装着します

：バッテリーを斜めに挿

し込むと本体やバッテ
リーの端子を破損する
ことがあります。

3. カバーを閉じます

： 電源が入ったままバッテリーを取りはずすと、リセット処理が行

われたり、ファイルやフォルダーが壊れたりすることがあります
のでご注意ください。

4 バッテリーを装着します

　  
       
本体側面の電源キーを押して電源を ON にします。

詳しくは USB メモリーに入っている本体取説「8.　電源 ON/OFF」

をご覧ください。

5 電源をONにします

電源キー

：電源を OFF にするときは

　　　電源キーを長押し（1 秒）します。
本機の表示器はタッチパネルになっています。はじめてお使いにな
るときは、タッチパネルの調整を行ってください。

詳しくは USB メモリーに入っている本体取説「8.1　タッチパネル

の調整」をご覧ください。

1. 起動画面の次に右図のよ
うなタッチパネルの調整
画面が表示されます

2. 画面の指示にしたがっ
て、ターゲット（画面の
十字）の中心をタップし
ます
反対側の表示器のター
ゲット（画面の十字）の
中心もタップしてくださ
い

：イニシャライズ処理を

行ったときもタッチパ
ネルの調整が必要です。

6 タッチパネルの調整をします
TSshieldはお客様にきめ細かなサポート＆サービスをご提供するた
めのソフトウェアです。必ず登録をお願いいたします。
TSshield でユーザー登録とライセンス認証を行います。

：登録と認証が完了するまで、本機はデモモードで動作します。

1. TSshield でユーザー登録とライセンス認証を行います

詳しくは付属の TSshield ユーザー登録案内「ご使用になる前の

ユーザー登録のお願い」をご覧ください。

2. TSshield のライセンス認
証まで完了すると整準画
面＜チルト＞が表示され
ます

3. いったん電源を OFF にします

7 TSshield の登録をします
求心・整準作業は正確な観測を行うための大切な手順です。

詳しくは USB メモリーに入っている本体取説「7.1　求心作業」・

「7.2　整準作業」をご覧ください。

1. 三脚の脚頭の中心が、測点
上に来るように設置します

2. 本機を脚頭上に載せ（この
とき電源は OFF）、本機の底
板にある雌ねじに三脚の定
心かんをねじ込んで本機を
固定します

3. 求心望遠鏡をのぞき、焦点
板の二重丸にピントを合わ
せ、次に測点にピントを合
わせます

8 求心・整準作業を行います

定心かん

測点のピント合わせ

焦点板の
ピント合わせ

求心望遠鏡
4. 整準ねじを使って測点を求
心望遠鏡の二重丸の中央に
入れます

5. 三脚の脚を伸縮することに
より、気泡管を概略中央に
入れ、整準ねじを使って本
機を整準します

6. 電源を ON にして、電子気
泡管の「●」を円の中央に
入れます（気泡が中央にあ
る場合には、手順 9 へ）

内側の円：± 1.5′のライン
外側の円：± 6′のライン

7. 望遠鏡を整準ねじ A、B と
平行にします

8. Ｘ 方向は整準ねじ A、B を、Ｙ 方向は、整準ねじ C を使って傾斜角
を 0゜にします

整準ねじ
9. 定心かんを少しゆるめ、求
心望遠鏡をのぞきながら脚
頭上で本機を移動させて測
点を二重丸の中央に入れ、
定心かんをしっかり締めま
す

10. 電子気泡管の気泡が中央に
あることを確認し、〔ESC〕
を押して整準作業を終了し
ます

脚頭上で
本機を移動させる

定心かん
観測を行える状態になりました。
必要に応じて各種設定を行い、適した測定メニューで観測を始めます。

本機の使い方全般について：USB メモリーに入っている本体取説

(PDF) をご覧ください。

：PDF 形式の取扱説明書の閲覧には、Adobe Acrobat Reader が

必要です。Adobe Acrobat Reader は、アドビシステムズ社の
ホームページからダウンロードできます。

Site Scan の使い方について：付属のクイックマニュアルをご覧く

ださい。

：Site Scan を使った観測は、MAGNET Field を使用します。

MAGNET Field を使用する場合は、MAGNET Field のアクティ
ベーションが必要です。
詳しくは付属の「MAGNET 製品認証の手順について」をご覧く
ださい。

9 観測を始めます

2019
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